
●
被
援
助
国
に
な
っ
た
日
本

　

東
日
本
大
震
災
は
、
日
本
を
援
助
国

（
ド
ナ
ー
）
か
ら
被
援
助
国
へ
と
転
換

し
た
。
一
時
的
に
で
あ
れ
日
本
人
は
、

緊
急
支
援
や
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
処
理
の
た
め
に
、
外
国
の
人
々
の
協

力
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば

か
り
か
日
本
は
、
ス
ー
ダ
ン
を
抜
き
、

二
〇
一
一
年
で
最
大
の
援
助
受
け
入
れ

国
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

長
い
間
「
困
っ
た
人
を
助
け
て
あ
げ
る

側
」
に
身
を
置
い
て
き
た
日
本
人
に

と
っ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
以
来

久
し
ぶ
り
の
経
験
で
あ
っ
た
。
こ
の
経

験
は
、
今
後
の
日
本
人
の
国
際
社
会
に

対
す
る
責
任
感
や
、
支
援
し
て
く
れ
た

海
外
の
人
々
に
対
す
る
同
胞
意
識
、
ひ

い
て
は
国
際
協
力
に
対
す
る
認
識
を
大

き
く
変
え
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
。

ご
く
ご
く
短
期
的
に
言
え
ば
東
日
本
大

震
災
は
、
日
本
人
の
意
識
や
人
的
・
物

的
資
源
を
東
北
に
向
け
、
近
年
顕
著
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
日
本
人
の
内
向
性
を

さ
ら
に
強
め
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か

し
筆
者
は
、
そ
の
局
面
を
通
り
越
し
た

日
本
人
が
、
震
災
の
前
以
上
に
深
く
国

際
協
力
の
意
義
を
認
め
、
国
際
社
会
の

な
か
の
一
人
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自

覚
を
高
め
る
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
国
際
協
力
は
、
日

本
人
が
し
ば
し
ば
大
き
な
困
難
に
直
面

し
、
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
他
国
か

ら
支
援
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
強
く
意
識
し
、「
困
っ
た
時

は
お
互
い
様
」
と
い
う
、
健
全
な
助
け

合
い
精
神
に
基
づ
く
水
平
的
な
協
力
に

な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
の
援
助
が
基
本
的
に
、
先
進
国
か
ら

開
発
途
上
国
に
対
す
る
垂
直
的
な
協
力

（
南
北
協
力
）
で
あ
っ
た
こ
と
と
対
照

的
で
あ
る
。
さ
ら
に
強
く
主
張
し
た
い

こ
と
は
、
常
に
他
国
を
助
け
る
の
で
は

な
く
、
時
に
は
助
け
て
も
ら
う
と
い
う

こ
と
が
、
他
国
と
の
絆
を
強
め
る
た
め

に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
人
口
が
増
え
ず
、
移
民
も

受
け
入
れ
ず
、
急
成
長
す
る
周
辺
国
に

比
し
て
経
済
の
相
対
規
模
が
縮
小
し
て

い
る
日
本
が
、
今
後
も
ス
マ
ー
ト
・
ド

ナ
ー
と
し
て
、
他
国
と
の
結
び
つ
き
を

深
め
て
い
く
た
め
に
は
、
大
国
意
識
や

先
進
国
意
識
を
捨
て
、
東
北
人
が
東
日

本
大
震
災
で
示
し
た
謙
虚
さ
を
素
直
に

示
す
こ
と
が
よ
り
重
要
に
な
る
。
本
稿

で
は
、
そ
う
考
え
る
に
至
っ
た
背
景
を

説
明
す
る
。

●
世
界
各
国
か
ら
の
支
援

　

東
日
本
大
震
災
と
、
そ
の
一
六
年
前

に
起
こ
っ
た
阪
神
淡
路
大
震
災
と
の
間

に
は
、
震
災
対
応
に
関
し
て
大
き
な
違

い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
海
外
か
ら
の
支

援
が
大
規
模
か
つ
広
範
だ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
支
援
を
実
施
し
た
、
ま
た
は
申

し
出
て
い
る
国
・
地
域
は
二
〇
一
一
年

七
月
現
在
で
、
一
六
一
に
及
ぶ
（
外
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
）。
阪
神
淡

路
大
震
災
の
際
に
は
、
支
援
国
数
が
七

五
で
あ
っ
た
の
で
、
今
回
の
支
援
国
数

は
前
回
の
数
の
約
二
倍
に
当
た
る
（
阪

神
淡
路
大
震
災
の
際
の
支
援
国
数
は
、

豊
田
利
久
・
瀬
川
智
子
「
緊
急
援
助
に

お
け
る
国
際
協
力
」『
国
際
協
力
論
集
』

第
五
巻
第
三
号
、
一
九
九
八
年
一
月
、

第
二
図
を
参
照
し
た
）。
ま
た
、
阪
神

淡
路
大
震
災
の
際
に
受
け
入
れ
た
海
外

か
ら
の
救
助
チ
ー
ム
は
ス
イ
ス
や
フ
ラ

ン
ス
等
に
限
定
さ
れ
た
が
、
東
日
本
大

震
災
の
際
に
は
在
日
米
軍
を
筆
頭
に
、

二
三
の
国
・
地
域
が
救
助
チ
ー
ム
等
を

派
遣
し
た
。
な
か
に
は
イ
ン
ド
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
タ
イ
、
中

国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ヨ
ル

ダ
ン
と
い
っ
た
開
発
途
上
国
も
含
ま
れ

て
い
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。
活
躍
の

様
子
は
、
以
下
の
サ
イ
ト
に
詳
し
く
記

さ
れ
て
い
る
（http://w

w
w
.m

ofa.
go.jp/m

ofaj/press/pr/w
akaru/

topics/vol73/index.htm
l

）。

　

さ
ら
に
、

支
援
を
行
っ

た
一
六
一
カ

国
の
う
ち
二

三
カ
国
は
、

開
発
途
上
国

の
な
か
で
も

発
展
の
制
約

が
大
き
い
と

さ
れ
て
い
る

後
発
開
発
途

上
国
で
あ
っ

た
（
表
1
）。

阪
神
淡
路
大

震
災
の
際
に

も
後
発
開
発

途
上
国
か
ら

の
支
援
が

あ
っ
た
の
で

あ
る
が
、
そ

の
国
数
は
一

表1　日本の震災に対して支援を行った後発開発途上国数

アフリカ アジア
ラテンアメリカ・
カリブ海

計

後発開発途上国総数 33 14 1 48

東日本大震災支援国 13 10 0 23

阪神淡路大震災支援国   5   6 0 11

注： 国連の後発開発途上国（Least Developed Countries）の定義はしばしば変更されている。上記の定義は
2011年7月時点のものを用いている。詳しくは、以下のサイトを参照のこと：http://www.unohrlls.org/
en/ldc/related/62/。

震
災
に
投
影
さ
れ
た
国
際
協
力
の
将
来

―
水
平
協
力
の
時
代
へ

山
形
辰
史

特集
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一
で
あ
り
、こ
の
数
も
倍
増
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
後
発
開
発
途
上
国
四
八
カ
国

の
う
ち
、
約
半
数
の
二
三
カ
国
が
何
ら

か
の
支
援
を
行
っ
た
こ
と
に
も
注
目
し

た
い
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
際
に
も
世

界
の
多
く
の
国
々
が
日
本
に
支
援
を
寄

せ
た
の
で
あ
る
が
、
東
日
本
大
震
災
に

対
し
て
は
、
さ
ら
に
多
く
の
国
々
が
物

心
両
面
で
支
援
し
て
く
れ
た
こ
と
が
分

か
る
。

　

外
務
省
関
係
者
に
拠
れ
ば
、
通
常
は

他
国
へ
の
緊
急
支
援
の
窓
口
に
な
っ
て

い
る
外
務
省
国
際
協
力
局
緊
急
・
人
道

支
援
課
に
対
し
て
、
各
国
か
ら
緊
急
支

援
の
問
い
合
わ
せ
が
相
次
い
だ
と
い

う
。

●
日
本
の
援
助
吸
収
能
力

　

こ
の
よ
う
に
阪
神
淡
路
大
震
災
と
比

べ
て
東
日
本
大
震
災
の
際
に
国
際
的
な

支
援
の
輪
が
広
が
っ
た
背
景
は
二
つ
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
に
は
支
援

す
る
側
の
先
進
国
・
開
発
途
上
国
共
に

緊
急
支
援
対
応
能
力
を
拡
充
し
て
い
た

り
、
経
済
力
が
上
が
っ
て
支
援
の
余
裕

が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

い
ま
ひ
と
つ
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時

か
ら
大
き
く
変
化
し
た
の
は
、
日
本
の

側
の
支
援
受
入
準
備
で
あ
る
。
前
述
の

豊
田
・
瀬
川
論
文
の
ま
と
め
に
拠
れ
ば
、

阪
神
淡
路
大
震
災
直
後
に
、
ス
イ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
イ
ス

ラ
エ
ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
緊
急
援
助
隊

の
派
遣
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
の
だ

が
、
日
本
政
府
は
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス

の
緊
急
援
助
隊
の
み
を
受
け
入
れ
る
こ

と
と
し
た
。後
に
イ
ギ
リ
ス
、ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
か
ら
の
救
援
チ
ー
ム
も
受
け
入
れ

た
が
、関
連
省
庁
の
許
可
の
関
係
か
ら
、

こ
れ
ら
二
チ
ー
ム
は
本
来
の
役
割
を
果

た
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。
救
助
犬
に
つ

い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
申
し
入
れ
に
対

し
て
農
林
水
産
省
が
、
検
疫
を
理
由
に

受
入
を
認
め
ず
、
ス
イ
ス
の
救
助
犬
の

み
が
入
国
を
認
め
ら
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
今
回
の
東
日
本
大
震

災
で
は
、
緊
急
援
助
従
事
者
の
入
国
管

理
（
法
務
省
）、
救
助
犬
の
検
疫
（
農

林
水
産
省
）
に
代
表
さ
れ
る
救
助
チ
ー

ム
受
け
入
れ
全
般
に
関
し
て
、
阪
神
淡

路
大
震
災
の
場
合
よ
り
、
条
件
整
備
が

進
ん
だ
。
そ
の
結
果
と
し
て
災
害
救
助

犬
は
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ド
イ

ツ
、
ス
イ
ス
、
メ
キ
シ
コ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
英
国
、
オ
ラ
ン

ダ
の
九
カ
国
か
ら
、
計
四
六
頭
が
受
け

入
れ
ら
れ
た
（http://w

w
w
.m

aff.
go.jp/j/syouan/soum

u/saigai/
kyuujyo_ken.htm

l

）。
二
三
も
の
国
・

地
域
の
海
外
救
助
チ
ー
ム
が
活
躍
し
た

こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
東
日
本
大
震
災
に
際
し

て
は
、阪
神
淡
路
大
震
災
と
比
較
し
て
、

日
本
政
府
の
「
援
助
吸
収
能
力
」
が
増

加
し
た
と
言
え
る
。
援
助
吸
収
能
力
と

は
、
被
援
助
国
が
、
申
し
出
の
あ
っ
た

援
助
を
受
け
入
れ
て
、
そ
の
趣
旨
に
し

た
が
っ
て
活
用
す
る
能
力
を
指
す
。
一

般
に
低
所
得
国
で
は
、
人
材
不
足
や
制

度
の
未
整
備
等
の
た
め
、
援
助
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

る
。
阪
神
大
震
災
の
際
の
日
本
は
、
ま

さ
に
援
助
吸
収
能
力
が
低
い
状
態
に

あ
っ
た
。

●
水
平
協
力
の
萌
芽
①

　
―
先
進
国
同
士
の
緊
急
支
援

　

こ
の
よ
う
に
援
助
国
日
本
は
、
東
日

本
大
震
災
と
い
う
災
害
に
直
面
し
、
一

時
的
に
で
あ
れ
被
援
助
国
に
な
っ
た
。

同
様
に
、
先
進
国
が
大
災
害
を
被
り
、

他
の
先
進
国
か
ら
援
助
を
受
け
る
と
い

う
現
象
は
、
東
日
本
大
震
災
が
初
め
て

で
は
な
い
。例
え
ば
二
〇
一
一
年
二
月
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
で
の
地
震
に
際
し
て
は
、
国

際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
も
国
際
緊

急
援
助
隊
救
助
チ
ー
ム
を
派
遣
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
も
、
ア
メ
リ
カ
の
国

際
開
発
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
が
緊
急
物

資
を
日
本
に
提
供
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
は
基
本
的

に
、
開
発
途
上
国
へ
の
支
援
を
行
う
機

関
で
あ
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
場
合
は
、
一

九
八
二
年
に
日
本
政
府
が
国
際
緊
急
医

療
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
た
際
に
、
担
当

室
を
立
ち
上
げ
て
チ
ー
ム
に
加
わ
り
、

そ
れ
以
来
、
主
に
開
発
途
上
国
で
の
災

害
に
対
し
て
緊
急
支
援
活
動
を
行
っ
て

き
た
。
一
九
八
七
年
に
は
、
国
際
緊
急

援
助
隊
の
派
遣
が
法
制
化
さ
れ
、
一
九

九
二
年
に
は
、
自
衛
隊
の
参
加
が
認
め

ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
現
在
国
際
緊
急

援
助
隊
は
、
救
助
チ
ー
ム
、
医
療
チ
ー

ム
、
専
門
家
チ
ー
ム
、
自
衛
隊
部
隊
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
国
際
緊
急

援
助
隊
は
先
進
国
・
地
域
へ
の
緊
急
支

援
も
行
っ
て
お
り
、
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
地
震
に
対
す
る
支
援
に
先
立

ち
、
二
〇
〇
七
年
に
は
、
韓
国
西
岸
で

の
タ
ン
カ
ー
衝
突
事
故
に
よ
る
油
流
出

事
故
に
対
し
て
、
二
〇
〇
九
年
に
は
台

湾
で
の
台
風
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
国

際
緊
急
援
助
隊
専
門
家
チ
ー
ム
を
派
遣

し
た
。
こ
れ
ら
の
実
績
か
ら
明
ら
か
な

よ
う
に
、国
際
緊
急
支
援
に
つ
い
て
は
、

開
発
援
助
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
先
進

国
・
地
域
間
の
水
平
協
力
が
既
に
実
施

さ
れ
て
い
る
。

●
水
平
協
力
の
萌
芽
②

　
―
中
進
国
、
中
国
、
イ
ン
ド
、

　
　
産
油
国
の
援
助
国
化

　

国
際
協
力
の
水
平
化
は
、
開
発
途
上

国
の
大
国
や
、
産
油
国
、
中
進
国
が
援

助
を
始
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
よ
り

一
層
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

　

韓
国
は
一
九
九
六
年
に
経
済
協
力
開

発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
に
加
盟
し
、
先

進
国
の
仲
間
入
り
を
し
た
。
今
年
は
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
四
回
目
と
な
る
援
助
効
果
向

上
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
一
一

月
二
九
日
〜
一
二
月
一
日
）
の
開
催
国

と
し
て
、
国
際
協
力
へ
の
気
運
が
盛
り

上
が
っ
て
い
る
。
韓
国
に
と
っ
て
、
先

進
国
の
一
員
と
し
て
世
界
に
認
め
ら
れ

る
た
め
に
も
、
国
際
協
力
の
推
進
が
必

須
で
あ
る
。
ま
た
台
湾
も
、
急
拡
大
す

る
中
国
の
政
治
・
経
済
的
影
響
力
に
対
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抗
す
る
た
め
、
早
く
か
ら
国
際
協
力
に

熱
心
で
あ
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

　

中
国
は
、
一
九
五
三
年
に
、
朝
鮮
戦

争
か
ら
の
復
興
を
期
す
る
北
朝
鮮
に
援

助
を
行
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
当
時
の

ア
ジ
ア
社
会
主
義
国
や
ア
フ
リ
カ
諸
国

へ
の
支
援
を
増
や
し
た（
小
林
誉
明「
中

国
の
援
助
政
策
」『
開
発
金
融
研
究
所

報
』
第
三
五
号
、二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、

を
参
照
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
九
七
一

年
に
国
連
加
盟
を
果
た
し
た
。そ
の
後
、

一
九
八
〇
〜
九
〇
年
代
は
援
助
の
純
受

け
入
れ
国
と
な
る
が
、
一
九
九
〇
年
代

後
半
か
ら
は
、
援
助
国
と
し
て
の
制
度

枠
組
み
を
確
立
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結

果
と
し
て
現
在
は
、
多
く
の
開
発
途
上

国
に
主
要
ド
ナ
ー
と
見
な
さ
れ
る
に

至
っ
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
大
国
イ
ン
ド
も
、
ア

フ
リ
カ
諸
国
へ
の
援
助
を
本
格
化
さ
せ

て
い
る
。
今
年
五
月
に
シ
ン
首
相
が
ア

フ
リ
カ
諸
国
を
訪
問
し
、
ア
フ
リ
カ
・

イ
ン
ド
・
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
た
。
そ

の
際
シ
ン
首
相
は
、
向
こ
う
三
年
間
に

わ
た
っ
て
、
特
に
イ
ン
ド
と
貿
易
関
係

の
深
い
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
対
し
て
、
五

〇
億
ド
ル
の
低
利
融
資
を
行
う
こ
と
、

そ
し
て
教
育
や
鉄
道
整
備
、
平
和
構
築

を
目
的
に
し
て
、
一
〇
億
ド
ル
の
贈
与

を
行
う
こ
と
を
表
明
し
た
。

　

さ
ら
に
は
中
東
の
産
油
国
や
マ
レ
ー

シ
ア
が
、
よ
り
低
所
得
の
イ
ス
ラ
ム
諸

国
に
対
し
て
行
う
援
助
、
そ
し
て
、
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ラ
ジ
ル
や
、
産
油

国
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
が
周
辺
国
に
対
し
て
行

う
援
助
も
重
要
性
を
高
め
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
非
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
援
助
国
が
増

え
た
こ
と
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
が
自
己

規
制
的
に
設
定
し
た
国
際
協
力
の
効
率

化
と
透
明
化
の
ル
ー
ル
を
適
用
さ
れ
な

い
ケ
ー
ス
が
増
え
る
と
い
う
副
作
用
を

生
ん
で
い
る
。

●
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
日
本
を

　
助
け
ら
れ
る
か

　

国
際
協
力
に
対
し
て
人
々
は
様
々
な

思
い
を
込
め
て
お
り
、
そ
れ
は
日
本
の

国
益
で
あ
っ
た
り
、人
道
で
あ
っ
た
り
、

相
手
国
と
の
信
頼
関
係
の
深
化
で
あ
っ

た
り
す
る
。
な
か
で
も
、「
困
っ
た
時

に
は
お
互
い
様
」
と
い
う
素
朴
な
心
情

は
、
か
な
り
の
範
囲
の
人
々
の
間
で
、

国
際
協
力
支
持
の
基
底
に
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
先
進
国
と

開
発
途
上
国
の
間
で
は
長
い
間
、
国
際

協
力
は
「
お
互
い
様
」
で
は
な
か
っ
た
。

先
進
国
が
一
方
的
に
開
発
途
上
国
に
援

助
を
与
え
る
の
で
あ
っ
て
、（
一
部
、

国
連
で
の
投
票
に
よ
る
見
返
り
等
を
除

い
て
）
先
進
国
が
開
発
途
上
国
に
助
け

ら
れ
る
よ
う
な
機
会
は
、
予
測
可
能
な

近
未
来
に
は
訪
れ
な
い
と
捉
え
ら
れ
て

き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
は
開
発
途
上
国
の

人
々
に
も
共
有
さ
れ
、
彼
ら
の
持
つ
無

力
感
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は

同
僚
の
村
山
真
弓
氏
と
二
〇
〇
三
年

に
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
あ
る
大
学
の

研
究
所
の
研
究
員
ら
と
共
同
研
究
を

行
っ
た
際
、
ひ
と
つ
の
印
象
的
な
体
験

を
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
で
広
く
尊
敬
さ
れ
て
い
る
教

授
と
、
そ
の
下
で
働
く
勤
勉
か
つ
有
能

な
三
〇
代
前
半
の
調
査
員
が
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
、
筆
者
と
村
山
氏
が
彼
ら
の
調

査
チ
ー
ム
に
合
流
す
る
形
で
実
施
さ
れ

た
。
あ
る
日
、
こ
の
若
手
調
査
員
と
村

山
氏
、筆
者
が
ひ
と
つ
の
車
に
同
乗
し
、

お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
そ

の
若
手
調
査
員
が
、「
そ
も
そ
も
あ
な

た
た
ち
日
本
人
は
何
の
た
め
に
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
を
援
助
し
て
い
る
の
か
？　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
助
け
る
こ
と
が
、

何
か
日
本
の
利
益
に
な
る
の
か
？
」
と

問
い
か
け
て
き
た
。
こ
の
滅
私
奉
公
的

に
働
く
調
査
員
が
真
剣
に
質
問
し
て
き

た
の
で
、
こ
れ
は
真
面
目
に
答
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
村
山
氏
も
私
も
覚

悟
し
た
。

　

我
々
は
こ
う
答
え
た
。「
日
本
人
の

な
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま
す
。

一
部
の
人
が
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
回

り
回
っ
て
日
本
の
た
め
に
な
る
よ
う
に

用
い
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
こ

と
は
確
か
で
す
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
っ
て
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
日
本
に
恩
義
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
、国
連
で
あ
る
と
か
、

地
域
安
全
保
障
・
地
域
協
力
を
議
論
す

る
よ
う
な
国
際
政
治
の
舞
台
で
、
日
本

の
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
そ
う
い
う
人
た
ち
は
期
待
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、よ
り
素
朴
に
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
は
助
け
合
い
の
一
環
だ
と
考
え

て
い
る
日
本
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

今
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
困
難
を
抱
え

て
い
る
か
ら
協
力
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

逆
に
い
つ
か
日
本
が
困
っ
た
時
に
は
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
助
け
て
く
れ
れ
ば
い

い
。
だ
か
ら
お
互
い
様
で
し
ょ
。」

　

す
る
と
彼
は
驚
い
て
こ
う
言
っ
た
。

「
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
日
本
が
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
を
助
け
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
日
本
を
助
け

る
こ
と
な
ど
で
き
る
と
思
え
ま
せ
ん
。

日
本
人
は
本
当
に
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ

て
い
る
の
で
す
か
。」「
本
当
に
思
っ
て

い
ま
す
よ
。
だ
っ
て
こ
れ
か
ら
先
、
何

が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
も
急
速
に
発
展

し
て
い
ま
す
し
。
第
一
、
あ
な
た
の
よ

う
に
真
面
目
で
優
秀
な
人
が
い
る
ん
だ

か
ら
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
が
日
本
人

を
助
け
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
で
し
ょ
う
！
」

　

彼
は
納
得
し
な
か
っ
た
。
彼
は
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
の
腐
敗
や
公
務
員
の

汚
職
の
蔓
延
を
指
摘
し
た
が
、我
々
は
、

そ
れ
ら
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
日
本

で
も
他
の
先
進
国
で
も
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
こ
と
だ
、
と
応
じ
た
。
し
か
し
彼

は
最
後
ま
で
納
得
で
き
な
い
様
子
で

あ
っ
た
。

　

彼
と
別
れ
た
後
、
村
山
氏
と
私
は
、

あ
ん
な
に
勤
勉
で
有
能
な
彼
が
、
な
ぜ

あ
あ
ま
で
自
分
た
ち
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

人
の
力
を
過
小
評
価
し
、
卑
下
し
て
い

る
の
か
、
を
話
し
合
っ
た
。
結
論
は
、

実
際
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
日
本
を
支

援
す
る
機
会
が
ま
だ
な
い
か
ら
だ
、
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
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●
援
助
す
る
誇
り
を
途
上
国
に
も

　

東
日
本
大
震
災
の
直
後
に
、
日
本
政

府
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
、
途
上
国
を
含
む
外

国
か
ら
の
支
援
を
受
け
入
れ
る
た
め
に

尽
力
し
た
こ
と
は
、
今
回
の
震
災
の
初

期
対
応
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
れ
は
一
義
的
に
は
、
被
災

者
に
対
す
る
よ
り
手
厚
い
支
援
、
励
ま

し
に
な
っ
た
、
と
い
う
点
に
拠
っ
て
い

る
が
、
い
ま
ひ
と
つ
の
意
義
は
、
こ
う

い
っ
た
国
際
協
力
が
互
恵
的
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
機
会
に
な
っ
た
こ
と
で

あ
る
。

　

困
っ
た
時
に
支
援
を
受
け
る
こ
と
で

初
め
て
日
本
人
は
、
こ
れ
ま
で
の
援
助

の
意
義
を
身
を
も
っ
て
確
認
し
た
。
そ

し
て
開
発
途
上
国
は
、
状
況
に
よ
っ
て

は
、
彼
ら
が
援
助
を
す
る
側
に
ま
わ
る

と
い
う
可
能
性
を
実
感
し
た
。

　

そ
も
そ
も
誰
か
の
援
助
を
受
け
る
と

い
う
こ
と
は
、
気
詰
ま
り
な
も
の
で
あ

る
。
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
、
自
分
の

無
力
さ
を
暴
露
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
援
助
を
与
え
続

け
る
人
と
、受
け
続
け
る
人
の
関
係
は
、

そ
れ
以
外
の
何
か
で
補
い
が
付
け
ら
れ

る
の
で
な
け
れ
ば
、
対
等
で
は
あ
り
得

な
い
。
援
助
を
受
け
て
い
る
側
は
、
表

面
上
援
助
に
感
謝
し
つ
つ
も
、
抱
く
感

情
は
卑
下
や
嫉
妬
で
あ
っ
て
、
共
感
で

は
な
い
。
相
互
に
協
力
し
合
う
対
等
の

立
場
に
な
っ
て
初
め
て
共
感
が
生
ま
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
般
の
人

間
関
係
で
も
、
世
話
好
き
だ
が
人
の
好

意
を
無
に
す
る
人
は「
か
わ
い
く
な
い
」

と
思
わ
れ
の
が
常
で
あ
る
。

　

対
照
的
に
、
他
人
の
力
に
な
る
、
と

い
う
の
は
誇
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
筆

者
は
、
開
発
途
上
国
で
貧
困
層
に
分
類

さ
れ
そ
う
な
人
が
、
日
本
人
の
自
分
に

対
し
て
、
何
か
を
振
る
舞
う
こ
と
を
申

し
出
る
、
と
い
う
こ
と
を
し
ば
し
ば
経

験
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
の
誇
り
が
な

せ
る
技
で
あ
り
、
そ
の
心
根
を
大
事
に

し
た
い
の
で
あ
る
。

●
お
礼
を
言
わ
れ
る
の
は

　
お
礼
を
言
っ
た
と
き

　

こ
れ
ま
で
日
本
は
、
戦
後
半
世
紀
に

わ
た
る
援
助
に
対
し
、
開
発
途
上
国
か

ら
の
明
示
的
な
感
謝
を
求
め
て
き
た
。

そ
の
方
法
は
、
日
本
の
「
顔
」
を
見
せ

る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
日
本
の
援

助
で
与
え
た
物
資
や
、
建
て
た
構
造
物

に
、
日
本
の
マ
ー
ク
を
付
け
る
も
の
で

あ
る
。
言
う
な
れ
ば
、
感
謝
を
要
求
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
感
謝
を
得
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
イ
ソ
ッ
プ
寓
話

に
な
ぞ
ら
え
て
、
北
風
ア
プ
ロ
ー
チ
と

呼
ぼ
う
。

　

し
か
し
筆
者
は
、
震
災
直
後
の
今
年

四
月
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
訪
問
し
た

際
、
こ
れ
と
好
一
対
の
太
陽
ア
プ
ロ
ー

チ
を
見
い
だ
し
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

で
出
会
っ
た
人
々
に
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
人
々
の
東
日
本
大
震
災
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
御
礼
を
述
べ
た
時
、

例
外
な
く
彼
ら
か
ら「
そ
れ
は
当
然
だ
。

な
ぜ
な
ら
日
本
は
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん

援
助
し
て
く
れ
た
で
は
な
い
か
」
と
感

謝
さ
れ
た
。
押
し
つ
け
が
ま
し
く
感
謝

を
要
求
し
た
り
、
こ
れ
見
よ
が
し
に
日

本
の
マ
ー
ク
を
物
資
に
つ
け
た
り
す
る

こ
と
は
、「
そ
も
そ
も
日
本
は
ア
ジ
ア

を
軍
事
的
・
経
済
的
に
支
配
し
て
き
た
」

と
か
「
結
局
日
本
の
援
助
は
日
本
企
業

の
た
め
に
な
さ
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た

よ
う
な
相
手
の
反
発
を
招
き
か
ね
な

い
。
む
し
ろ
、
感
謝
す
る
こ
と
で
感
謝

さ
れ
る
と
い
う
、
言
う
な
れ
ば
「
へ
り

く
だ
り
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
方
が
、
相
手

を
立
て
る
、
手
柄
を
譲
る
、
と
い
っ
た

こ
と
を
重
視
し
て
き
た
日
本
人
気
質
に

合
致
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

●
南
北
対
等
な
国
際
協
力
へ

　

こ
れ
ま
で
の
国
際
協
力
は
、
植
民
地

関
係
や
戦
争
責
任
と
い
っ
た
歴
史
に
影

響
さ
れ
、
北
の
先
進
国
か
ら
南
の
開
発

途
上
国
に
対
し
て
な
さ
れ
て
き
た
。
そ

ん
な
な
か
で
い
く
つ
か
の
途
上
国
は
被

援
助
国
か
ら
卒
業
し
、
途
上
国
が
途
上

国
を
支
援
す
る
南
南
協
力
が
増
加
し
て

い
る
。
ま
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
以
外
の

援
助
国
の
援
助
拡
大
が
著
し
い
。
こ
れ

に
加
え
て
、
特
に
緊
急
支
援
の
分
野
で

は
、
先
進
国
が
他
の
先
進
国
を
支
援
す

る
北
北
協
力
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
で
は
、
南

の
途
上
国
が
北
の
日
本
を
支
援
す
る
北

南
協
力
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
国
際
協
力
が
、
タ
テ
ヨ
コ
様
々

な
方
向
か
ら
な
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
よ
り
水
平
的
な
助
け

合
い
は
、
国
際
協
力
の
将
来
の
姿
で
も

あ
る
。
開
発
途
上
国
が
徐
々
に
先
進
国

に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
、中
国
、

イ
ン
ド
も
大
国
化
し
て
い
る
。
そ
の
な

か
で
、
人
口
が
増
え
ず
、
移
民
も
受
け

入
れ
な
い
日
本
の
、
世
界
経
済
に
対
す

る
影
響
力
は
、
世
界
第
二
位
の
経
済
大

国
で
あ
る
こ
と
を
誇
っ
た
時
代
と
比
べ

れ
ば
、
縮
小
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
開
発
途
上
国
が
経
済
発
展
や
貧
困

削
減
を
達
成
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
日
本
が
国
際
協
力
に

よ
っ
て
目
指
し
て
き
た
こ
と
が
実
現
さ

れ
た
結
果
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

開
発
途
上
国
が
発
展
を
遂
げ
て
、
経

済
的
に
日
本
と
肩
を
並
べ
る
時
が
来
る

と
し
た
ら
、
そ
の
時
国
際
協
力
は
消
滅

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
東
日
本
大
震
災
は
示
し

た
の
で
あ
る
。
先
進
国
と
い
え
ど
も
他

者
の
支
援
を
必
要
と
す
る
時
が
あ
る
。

そ
の
際
、
先
進
国
だ
か
ら
自
分
で
何
と

か
し
ろ
、
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、

「
困
っ
た
時
に
は
お
互
い
様
」
と
い
う

素
朴
な
精
神
で
、
上
下
関
係
で
は
な
く

隣
人
関
係
と
し
て
、
助
け
た
り
助
け
ら

れ
た
り
す
る
。
東
日
本
大
震
災
は
、
国

際
協
力
が
そ
の
将
来
の
姿
で
あ
る
水
平

関
係
へ
と
変
容
す
る
、
ひ
と
つ
の
大
き

な
転
機
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

（
や
ま
が
た　

た
つ
ふ
み
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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